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・特別寄稿

「近くて遠い国」で学んだこと

1.梧井中学の生徒に問われて

「おねえさん方は．昔， 日本で大きな地震があっ

たときに，韓国人がたくさん殺されたことを知って

いますか。 そのことをどう思いますか。」

「今，韓国には，日本からいろんなものがいっぱ

い入ってきています。今度は経済や文化で韓国を支

配しようとするのですか。」

私は今年の2月， 「韓国の人と歴史と教育の交流

旅」 と題し，研究室の学生11名（女10，男 1）と友

人の教師や教育委員会の人達4名と共に，韓国の大

田（テジ g ン）市にある梧弁（オジ ョン） 中学校を

訪問した。その際，学生と梧井中学2年の代表10名

とで懇談会を持った。そこで一人の女子中学生から

出されたのが官頭の二つの質問である。私達を迎え

てくれた梧井中学の宋先生の「なにか日本のお姉さ

ん方に聞きたいことがありますか」との聞いに，即

座に手を上げての質問であった。

「きた ！」と思わず私は叫んでしまった。そして

参観日に教室の後ろでわが子の発表を待ち望む父親

のような気分で，学生が答えるのを待った。

学生はどのように答えたか。その内容は本稿の最

後に示したい。理由は“PartH”の読者にも，自分

がその場にいるつもりで中学生の質問にどのように

答えるかを考えていただきたいからである。－

本誌の読者の多くは若い先生方であろう。昭和24

年生まれの私より，中学生の前で悩む私の研究室の

学生の年代に近い方が多いのではないか。私は朝鮮

戦争（六・二五動乱）による特需をバネにした日本

経済の復興とともに幼児期を生き延びた団塊の世代

の尻尾。銃をとった男と銃後を守った女の世代の子

どもである。戦争の悲惨さを被害者として身近に知

るとともに，加害者としてアジアの人達に対する負
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い目（責任）の一端を感じる世代の最後と思ってい

る。（ただし，その思いの浅さへのいらだちが，私

を韓国の旅に向かわせたことはあとでのベる。）

他方，私と共に訪韓した学生は，学校で教わった

かどうかに関わらず，留物やマスコミ等による“情

報”と して，日本と韓国あるいは朝鮮（韓）半島と

の関わりの歴史を知ってはいた。だが，自分の身に

かかる問題として“悩み”経験はない。戦争は受験

やレポートのために記憶し調べる過去の出来事。韓

国と日本との関わりも例外ではなかった。

しかし，彼や彼女達も教師になれば，日本に最も

近い闘が「近くて速い国」といわれる理由を教えな

ければならないはず。言葉の意味は教えられても，

その意味の重さ，さらに何よりも「近くて遠い園」

の人達の“思い”を伝えることは閤難であろう。そ

の困難さに学生がいかに気付くか。

最も日本に近い国の中学生が率直に問い掛ける日

本と日本人に対する疑問にいかに“とまどう”か。

日本で生活する同年代の人達を教えるこ とを職業と

して選んだ者が，自分の問題として“悩む”機会を

つくること。とれが韓国に訪れる度に問われ（問い

詰められ），冷汗を流しながら学んだことへの私自

身の“応え” （答えではない ）であり，学生と共に

韓国を訪れた目的であった。思わず「きたリと叫

んでしまった理由でもある。

2.私の韓国との出会い

私の韓国への闘心は， 1986年10月から 1988年3

月までの間，教員留学生として私の研究室にこられ

た宋在鴻（SonJae Hong ）先生との出会いによ

り始まった。先生の現在の職場は梧井中学校。社会

科と国史科を担当し，私達を迎えてくれた方である。

との宋先生が留学時に示された非常に真撃な研究



態度や編めて積極的な探究心や向上心に接し，私は

鱒凶の教育の伝統と現状に強い興味を覚えた。だが

何よりも私にとって衝撃的だったのは，帰国を前に

して語った宋先生の次の言葉であった。

「私は日本が嫌いです。だからきました。J

私も日本の研究者の一人として，緯国の人達が日

本を嫌っていると ともその理由も知っているつもり

でいた。だが普段の私への態度から，宋先生は違う

と思っていた。ととろがそれは私の勝手な思い込み

であったわけである。とまどう私の顔をみてか，宋

先生は母国を支配した日本で学ぶととについてのア

ンピパレンツな思いを切々と語ってくれた。だが私

には，残念ながら，宋先生が語る言葉の意味は理解

できても，その思いを私自身の経験に基づく実感と

して共有するこ とができなかった。

私は，心の内を明かしてくれた宋先生の信頼に応

えるために，また先に述べたように半島の支配にか

かわる世代を親に持つ一人の人！日！として．宋先生の

思いの背後にある韓国の人と社会の現実を．自分の

五感で確かめなけれAまならないと考えた。そのため

宋先生が帰国した年の夏を皮きりに．先生が住む大

田を訪ね，小学校，中学校，高等学校，師範大学を

何度も訪問し自分の疑問をぶつけていった。

寸
同町由.－....＿

特に，宋先生の通訳で社会科や国史の授業に重量加

し中学生と語りあった。日本とほとんど変わらない

投長と授業の中で，日本の中学生からは感じられな

い市1（（さで，次々 と私に日本と日本の中学生への疑

1111と州味を質問してくる彼や彼交通Lその雷葉や表

的1.p• l'I分の意見を明確にもち積極的に主張するこ

とを鍛える輔国の人の育ちの過程を教えられた。

また，韓国に刻まれた日本の姿を求めて，百済の

都の扶除を始め古代日本と関わりの深い史跡をたず

ね，独立記念館や板門店にも行った。 しかし，実際

に歩いての驚きは，どんな小さな寺院や古墳にも日

本の姿を見出すことができることであった。ハング

ル文字と漢字で記した説明板の中に，日本に文化を

伝えたことへの韓国の人達の誇りと，それを自覚し

ない日本へのいらだちを感じざるをえなかった。

他方，現代韓国の教師の日常を経験するために宋

先生のお宅で生活。 宋先生の奥さんと行った市場や

デパートで韓国の女性のしたたかさを，その姿を撮

ろうと不用意にむけたカメラを見て厳しく叱る初老

の紳士に東洋の礼儀の国の伝統を学ん芯零下20度

近い夜に宋先生と駅の広場にある屋台にいき，安い

焼酎を飲み交わして思いを大戸でぶつけ合った。

このような韓国での生活で学んだことは数えきれ

ないが，特にここでは二つ課題を提示したい。

3.韓国は先生，日本は生徒

第一の課題は，斡国を知るこ となく日本を語るこ

とはできないということである。

高松塚古墳を代表に古代日本が百済や新羅と密接

な関係にあったことはよく知られている。最近発掘

された伽耶の遺跡により，日本書記に記された任那

の日本府が存在しなかったことを，今年三月のNH 

Kスペシャ ルで知った方も多いのではないか。

だがこのような関係は古代のみでない。韓国での

旅で痛感したのは，第二次大戦後の日本経済の復興

と朝鮮戦争（六・二五動乱）の関係にいたるまで，

日本の歴史は朝鮮（韓）半島からの視点を無視して

は描けないこ とである。 たとえば次の3人について

私達はどれほど知っているだろうか。

李舜臣（イ スンシン）

安重根（アンジュン グン）

柳寛順（ユグ 7 ンスン）

本誌の読者であればいずれも名前は知っているで

あろう。特に，李舜臣は，亀甲船で豊臣秀吉の軍隊
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を破った将軍として，少なくとも中学校の社会科で

は教えるであろう。ただし，文禄の役が韓国で壬長

倭乱といわれる理由を追求する授業はどうか。李舜

臣の銅像が首都を守るように，ソウル駅につながる

大通りに立ち，文武両道に優れた名将軍として韓国

で最も尊敬されている人であり，亀甲船のモデルが

いたるととに飾られて民族精神の象徴になっている

意味を問う授業はあるか。豊臣軍が半島をどれほど

破壊し人々を殺裁したか。逆に，捕虜として日本に

連行された人達が，朱子学や陶器を代表に， どれほ

ど日本文化を創造する役割を担ったかにふれる授業

はあるだろうか。まして，多くの捕虜がオランダの

奴隷商人に売られた事実を知る日本の教師も歴史学

者もほとんどいないのではないか。

4.韓国の教育と子どもにとって日本は

安重根の場合はどうか。日本では伊藤博文の暗殺

者としてふれるに止まる場合が多いのではないか。

韓国では全く逆。 「侵略の元凶」である「初代韓国

統監」の命を奪った「民族の英雄」として，李舜臣

とともに尊敬されている人である。

日本でもっ とも知られていないのが柳寛順ではな

いか。彼女は15才の少女でありながら梨花学堂（現

在の梨花女子大の前身）の学生として「三・ー独立

運動」の先頭にたってたたかった。そして逮捕され

たあと拷聞をうけてもなお主張をまげず， 17才で獄

死。現在，彼女の故郷の天安には広大な敷地をもっ

て独立記念館が建設されている。

この独立記念館には韓国の歴史が9ホールにわけ

て展示されている。とりわけ李舜臣の功績や近代以

後の日本による破壊と犠牲を，見学に来る人達が一

目瞭然にできるように，写真や資料とともに実物大

の模型や非常にリアルな蝋人形の姿で再現されてい

る。安重根の謀々しい像が展示館の入口にある。

このような李舜臣，安重根，柳寛順の三人の生涯

や功績あるいは背景となる歴史は，より詳細に，小

・中学校の国語や社会科や国史の教科書に掲載され

ている。（韓国の社会科は小学校3年から始まり教

科書も日本と類似。 1, 2年は生活科。中学校も社

会科は日本と同様だが， 2, 3年で国史が独立し教

科書は固定。なお，韓国の学校制度や教科書や授業

の実態については別の機会に紹介したい。）

独立記念館は修学旅行のコースであり，祖父母や

親が孫や子どもに自分史を語る場でもある。 8月15

日の独立記念日には大統領が国民に向かつて演説を

する場でもある。ただし，日本の旅行会社の行うパ

ツク旅行や観光地図には入らない場でもある。

冒頭で紹介した中学生の質問の背景が見えてきた

であろう。私は，これらを見出す度に，自分の不明

を恥じ，加害者性の自覚の浅さを反省せざるをえな

かった。もちろん，歴史的事実の解釈は国によって

異なる。だが，との三人はいずれも日本の侵略に対

して戦ったのであり その歴史的事実を私達は否定

できない。さらに，韓国の子ども達は誰もが学校で

まさに人物を通して学ぶわけである。日本の子ども

達との間にある溝は深いと言わざるをえない。

しかし，他方で，独立記念館に二回三固と訪れ，

宋先生のクラスの中学生と対話を重ねるうちに疑問

が生じてくるのを禁じえなかった。日本ではなく韓

国の子ども連にとってである。その疑問を明確に意

識したのは次の事実に出会ったときであった。

5.韓国のドラゴンボール

上の写真は，今年の正月に慶州から ソウルに向か

う途中でょった駅の側の小さな本屋で見つけたもの

である。いずれも日本の漫画のハングル版。韓国で

ドラゴンポールや北斗の拳が子供達に人気があると

聞いていたが，これほどとは思わなかった。特にド



ラゴンボールは日本とリ アルタイムに近い。

さらに次の二枚の写真を見ていただきたい。

. ｝；（＿はド J fンボールにキャンディキャンディ，裂

は掛けnとハングルの一覧。日本の五十音と九九に

あたる。ともに小学校入学時に子供が遊ぶ（学ぶ）

もの。 これは人川の最大の文厨具店で見つけた。同

じ物がソウルの日ッrデパー トの中にある書店でも

売られていた。 そこではfl本のテレビアニメシリー

ズそっくりの絵本が文’Fのみハングルに変えて並ん

でいた。冒頭の質問のもう・つの仔訟である。

私はとれらを由店や文Ji1.1；で弛はして非常に復雑

な気分に陥った。学校では臼本がいかに思いかが教

えられ， 日常生活は日本のもので 一杯，というわけ

である。それも，質問した中学生がどれほど知って

いたか不明だが，少なくとも私が取材した限り， ド

γJンポールやキャンディキャンデ fをn本の世画

と生110刊は少ない。宋先生も例外ではなかった。

い ，／にい抑固の子ども達にとって日本とはやjなの

かH l l，てll本の子ども達にとって韓国とは。

... cl)¥..t lllJ 合併く鍵は学生の答えの中にあった。

6.学生の “答え n と私 の “応え”

「知っています。よくないこ とです。二度として

はならないこ とです...・ H ・－－。」

「日本の文化や商品が溢れているのは韓国だけで

はありません。それをどのように考えるかは，韓国

の人達の問題です。自分で判断するこ とです ！」

これが冒頭の質問への学生の“答え”である。私

は最初の答えにホッとしつつも，後者の意見にとま

どった。ところが思いがけずも宋先生が， 「そのと

おりです。非常にいい答えです。J と賛同の芦をか

けてくれ，非は非として認めた上で，互いの問題点

を指摘しあえることこそ韓国と日本が「近くて近い

国」になれる道である，と日本語とハングルで話し

てくれた。私は感動した。そしてこの学生と宋先生

の言葉に自分の疑問への“応え”を見出 した。

侵略の事実を認め，その誤りと愚かさを後の世代

に教え続けること。これが「近くて近い国Jになる

ために日本がなすべき第一歩である。だがそれは批

判に“答え”を出したに過ぎない。問題はその上で

どう“応え”るか。誤解を恐れずにいえば，政府が

謝り教科書が変わろうとも，最も「近い園」で生活

する人と人の間にある溝は埋まらないと考える。

教科書の中の日本批判と生活の中の日本文化の狭

間で日本の実像に飢える韓国の子供達。最も近い固

との関わりを受験のための知識でしか問う意欲のな

い日本の子供達。この現状が続く限り，互いに 「速

い国」であり続けるであろう。では何が必要か。

互いの“いま”に“学びあい教えあう”とと。そ

のために，利害に引きずられた政治や経済の次元で

なく，新たな時代の担い手となる両国の若者や子供

達が直接“知りあえる”機会をどれだけつくるか。

これが「近くて近い国」の条件であり，私が韓国で

学んだもう一つの，そして最も重要な課題。学生と

の旅を私自身の“応え”とした理由である。

今年の11月，次の“応え”への歩みを進める予定

である。改めて新たな出会いを本誌で報告できるこ

とを願って「近い国」への第一報を終わりたい。
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表紙写真，町を調ぺる（千葉県習志野市立谷津小学校提供）
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